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市
庁
舎
用
地

三
千
坪
（
灘
）
が
議
決
済
み

寄
附
採
納
千
坪
、
買
収
二
千
坪

　
新
し
い
市
庁
舎
の
用
地
に
つ
き
ま

し
て
は
す
で
に
市
内
山
本
地
区
に
お

き
ま
し
て
用
地
の
寄
付
採
納
や
用
地

買
収
が
市
議
会
で
議
決
さ
れ
、
市
役

所
位
置
条
例
の
一
部
改
正
案
を
市
議

会
に
上
程
、
総
務
財
政
委
員
会
に
付

市召と戸斤敷ナ也要i図

騒1一一一欄敷地
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臼
本［二二］［ニコ［二

託
審
査
中
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
市

役
所
誘
致
期
成
同
盟
会
か
ら
の
講
願

が
出
さ
れ
、
現
在
総
務
財
政
委
員
会

に
付
託
し
慎
重
な
審
査
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
．
近
く
結
論
が
出
さ
れ

る
も
の
と
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
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一
曲
　
　
　
　
線

市
役
所
用
地
の
寄
付
採
納
及
び
用
地

買
収
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
経
過
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
四
十
年
二
月
十
二
日

第
二
回
臨
時
市
議
会

　
こ
の
議
会
で
寄
付
採
納
と
昭
和
三

十
九
年
度
十
日
町
市
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て
の
議
案
が
上
程
さ
れ

寄
付
採
納
に
つ
き
ま
し
て
は
、
同
日

承
認
、
一
般
会
計
補
正
予
算
は
総
務

費
と
し
て
百
万
円
（
公
有
財
産
購
入

費
）
い
わ
ゆ
る
用
地
買
収
費
と
し
て

追
加
議
決
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
寄
付
採
納
は
市
内
山
本
土
地
区

画
整
理
組
合
施
行
地
区
内
の
土
地

　
新
潟
県
知
事
選
挙
は
去
る
八
日
行
　
投
票
数
　
二
万
三
千
五
百
三
十
七
人

わ
れ
即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
が
、
十
　
有
効
投
票
数

日
町
市
の
開
票
結
果
は
つ
ぎ
の
と
お
　
　
　
　
　
二
万
三
千
二
百
十
五
人

り
で
、
投
票
率
は
昨
年
十
一
月
十
四
　
無
効
　
〃
　
　
　
　
三
百
二
十
二
人

日
に
行
わ
れ
た
県
知
事
選
挙
の
八
十
　
投
票
率
　
　
　
　
七
十
七
・
九
六
％

　
　
投
票
率
七
七
・
九
六
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
事
選
開
票
結
果

二
・
二
一
％
を
四
、
・
二
五
％
下
回
る
　
得
票
数
　
亘
四
郎

七
十
七
・
九
六
％
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
万
一
千
百
四
十
票

当
日
の
有
権
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
誠

　
　
　
　
　
　
　
三
万
百
九
十
二
人
　
　
　
　
　
　
　
一
万
二
千
七
十
五
票

（
宅
地
）
一
千
坪
を
十
日
町
市
役
所

庁
舎
建
設
用
地
と
し
て
、
同
組
合
理

事
長
、
桑
原
熊
太
郎
氏
か
ら
寄
付
の

申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
三
月
九
日

第
一
回
定
例
市
議
会

　
本
議
会
で
は
昭
和
三
十
九
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
二
百
七
十
万
円

（
用
地
買
収
費
）
を
追
加
議
決

　
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
日

市
政
と
市
民
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
移
動
市
役
所
開
く

　
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
「
移
動
市
役
所
」
が
去
月
十

五
日
吉
田
地
区
を
皮
切
り
に
、
続
い

て
二
十
八
日
下
条
地
区
で
そ
れ
ぐ

開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
い
ま

ま
で
市
政
懇
談
会
の
名
で
実
施
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
巾
の
ひ
ろ

い
積
極
的
な
広
聴
を
進
め
る
た
め
今

回
の
名
称
に
改
め
、
地
域
の
市
に
対

す
る
世
諭
を
正
し
く
つ
か
み
、
適
確

な
答
が
で
き
る
よ
う
あ
ら
か
じ
め
要

望
や
質
問
を
出
し
て
い
た
だ
い
て
行

▽
市
役
所
の
位
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

▽
十
日
町
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

　
て

　
　
　
　
　
　
　
以
上
総
財
付
託

▽
助
役
の
選
任
に
つ
い
て

▽
収
入
役
の
選
任
に
つ
い
て

▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
同
意

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
一
般

　
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ

　
い
て

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
補

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
日
町
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
直
営
診
療
施

設
勘
定
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

　
つ
い
て

▽
昭
和
四
十
一
年
度
十
月
町
市
上
水

　
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

請
願

▽
市
役
所
位
置
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
財
付
託

　
第
五
回
臨
時
会
は
五
月
二
日
開
会

　
委
員
長
報
告
に
続
い
て

▽
保
育
所
条
例
　
　
　
原
案
可
決

わ
れ
ま
し
た
。

　
両
会
場
と
も
出
張
所
で
開
か
れ
ま

し
た
が
、
婦
人
の
方
も
多
数
出
席
し

て
市
政
と
市
民
を
結
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
雰
囲
気
を
も
り
あ
げ
て
い
ま
し
た

市
側
は
三
役
、
各
課
長
全
員
が
出
席

し
て
、
地
区
民
と
ヒ
ザ
を
つ
き
合
わ

せ
て
熱
心
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
吉
田
地
区
で
は
出
張
所
や

診
療
所
の
存
続
希
望
、
学
校
間
題
、

道
路
改
修
な
ど
十
七
件
が
出
さ
れ
、

出
張
所
存
続
は
住
民
の
納
得
が
な
い

限
り
無
理
な
廃
止
は
し
な
い
。
診
療

所
は
赤
字
だ
が
、
地
域
の
全
面
利
用

を
望
む
と
い
う
励
ま
し
の
回
答
が
あ

っ
た
ほ
か
、
各
質
問
事
項
に
つ
い
て

も
住
民
の
期
待
に
添
ヲ
よ
う
努
力
の

．
答
弁
や
状
況
の
見
通
し
な
ど
、
キ
メ

の
細
か
い
話
し
合
い
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。
叉
下
条
地
区
で
も
三
十
五
件

の
質
問
事
項
が
道
路
、
橋
梁
、
河
川

学
校
関
係
、
農
業
、
商
工
業
振
興
関

係
と
各
分
野
に
分
け
ら
れ
噛
市
側
の

意
向
を
打
診
大
い
に
成
果
を
あ
げ
て

い
番
し
た
。
な
お
両
会
場
芝
も
市
庁

舎
亙
置
に
う
い
て
質
問
が
出
さ
れ
、

市
長
か
ら
図
面
に
ょ
ゐ
説
明
が
あ
り

ま
し
だ
。
．
【
写
真
は
吉
田
地
区
会
場
】

第
一
回
定
例
市
議
会

　
昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計
当
初
予

算
に
二
百
七
十
万
円
（
用
地
買
収

費
）
を
上
程
、
議
決
。

　
以
上
に
よ
り
市
役
所
庁
舎
の
用
地

は
さ
き
の
寄
付
採
納
し
た
千
坪
と
、

昭
和
三
十
九
年
度
の
追
加
や
、
四
十

年
度
の
当
初
予
算
に
も
っ
た
合
計
六

助
役
、

収
入
役
を
再
任

　
第
四
回
臨
時
会
は
四
月

二
十
二
日
開
か
れ
、
昭
和

四
十
一
年
度
十
日
町
市
一

．
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二

号
）
な
ど
十
二
議
案
の
審

、
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
な
お
四
凋
二
十
七
日

任
期
満
了
の
助
役
、
収
入

　
　
　
　
　
　
両
氏
と
も

　
又
監
査
委
員
に
近
藤

百
四
十
万
円
の
用
地
二
千
坪
と
合
わ

せ
て
三
千
坪
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で

も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
本
年
度
当

質
試
験
委
託
料
が
六
十
万
円
も
ら
れ

で
建
造
物
の
地
耐
力
は
充
分
で
あ
る

大
池
禁
漁
の
お
知
ら
せ

　
市
観
光
協
会
で
は
、
毎
年
六
月
上

開
催
い
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
六
月
四
日

し
た
。
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

用
地
買
収
費
も
す
で
に
支
払
済
み
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

初
予
算
に
市
庁
舎
建
設
費
と
し
て
地
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

て
お
り
去
月
二
十
日
か
ら
山
本
地
区
■

の
市
庁
舎
用
地
で
ボ
ー
リ
ソ
グ
に
よ
■

る
地
質
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
－

の
結
果
比
較
的
硬
い
砂
礫
層
が
主
体
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

と
い
う
数
値
が
で
て
い
ま
す
。
　
　
　
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

旬
大
池
に
於
い
て
市
民
魚
釣
大
会
を
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

今
年
も
六
月
五
日
、
六
日
を
予
定
し
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜

ま
で
大
池
で
の
釣
を
禁
止
い
た
し
ま
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

横
断
歩
道
は
手
を
あ
げ
て

　
　
　
　
2
0
日
ま
で
春
の
交
通
安
全
運
動

役
の
引
続
選
任
を
同
意
、

再
任
さ
れ
、

雄
四
郊
氏
を
そ
れ
み
へ
再
任
し
ま

し
た
。

　
　
議
案
処
理
結
果

一
マ
専
決
妬
分
承
認
に
つ
い
て
二
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認
。
、

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
去
る

十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
期
間
中
は

一
、
も
う
一
度
よ
く
見
て
渡
れ
手
を

　
あ
げ
て

二
、
ブ
レ
ー
キ
は
早
目
に
〃

　
　
ス
ピ
ー
ド
は
控
目
に
〃
・

と
ス
ロ
ー
ガ
ソ
と
し
て
運
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
．

酬
馨
嚢
　
　
奪

語
鐵

　箋

撒

躍
蓑

歩
行
者
も
運
転
者
も
こ
の
運
動
に
積

極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
実
施
事
項

一
、
歩
行
者
の
安
全
な
横
断
の
確
保

ω
歩
行
者
の
正
し
い
横
断
の
励
行

＠
横
断
歩
道
通
行
者
の
保
護
の
徹
底

二
、
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
の
確

　
保

④
左
側
一
例
進
行
の
励
行

　
　
　
　
　
　
鯛
◎
右
左
折
方
法
お

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
び
、
合
図
の

　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
励
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
ゴ
き

　
　
　
　
　
　
　
三
、
自
動
車
の
適

　
　
　
　
　
　
　
　
正
な
運
行
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
お
よ
び
安
全
運

　
　
　
　
　
　
　
　
転
管
理
の
確
保

　
　
　
　
　
　
　
ω
適
正
な
管
理
業

　
　
　
　
　
　
　
　
務
の
実
施
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
び
管
理
能
力
の

　
向
上

⑰
車
輔
の
完
全
整

・
備
お
よ
び
安
全

　
な
踏
切
通
行
の

　
励
行

囚
飲
酒
蓮
転
の
追

　
放
お
よ
び
後
退

　
時
の
安
全
確
保

　
の
励
行

⇔
二
輪
車
の
ヘ
ル

　
メ
シ
ト
着
用
の

　
励
行

一一

　
…
嚢
罐
蔽
鱒
鶉
畿
蟻

納
税
（
所
得
）
証
明
書
の

手
数
料
が
変
り
ま
し
た

　
従
来
納
税
（
所
得
）
証
明
書
の
交

付
手
数
料
は
証
明
書
一
通
に
つ
い
て

三
十
円
で
し
た
が
、
昭
和
四
十
一
年

四
月
一
日
か
ら
百
円
と
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
署
）

第
1
7
回
雪
ま
つ
り

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　
　
　
　
（
十
日
町
市
関
係
の
み
）

◎
白
黒
の
部

入特選〃選〃〃〃〃

庭
野
泰
明
（
本
町
一
丁
目
）

庭
野
良
平
（
新
座
）

湯
沢
喜
一
（
本
町
東
一
丁

目
）

酒
井
通
一
（
本
町
二
丁
日
）

八
木
森
造
（
旭
町
）

庭
野
泰
明
（
本
町
一
丁
目
）

庭
野
良
平
（
新
座
）

　
◎
カ
ラ
ー
の
部

　
　
入
選
　
庭
野
良
平
（
新
座
）

　
　
　
〃
　
馬
場
良
朗
（
吉
田
山
谷
）

　
　
　
〃
　
大
島
市
士
（
本
町
三
丁
目
）

　
　
手
当
受
給
者
の
定
時
所

　
一
、
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
人

　
　
を
受
け
る
者
全
員

　
　
制
限
の
た
め
停
止
さ
れ
て
い
た
者

　
二
、
届
出
の
期
日

　
　
昭
和
四
十
一
年
五
月
末
日
（
厳
守
）

　
三
、
届
出
の
場
所

　
　
十
日
町
市
役
所
社
会
福
祉
事
務
所

　
　
十
五
日
、
午
後
一
時

　
　
一
、
場
所
　
織
物
会
舘

　
①
労
仇
力
事
情
と
今
後
の
雇
用
促
進

　
　
方
策
（
県
担
当
）

　
③
雇
用
条
件
の
確
立
汰
労
彷
基
準
監

　
　
督
署
担
当
）

一■■ーロ
■
昭
和
4
1
年
度
児
童
扶
養
手
当
及
び

臼
　
重
度
精
神
薄
弱
児
扶
養

口

．
　
得
状
況
届

6一

巳
ω
四
十
一
年
五
月
扶
養
手
当
の
支
給

1■
＠
四
十
年
に
提
出
は
し
た
が
　
所
得

一1■”腸ーロヨロ

巴
四
、
持
参
す
る
も
の

■ロロ

．
④
証
書

ロリロ
・
㈲
印
鑑

肥ロハ

．
　
雇
用
促
進
講
習
会

ロロ■ぼ

．
一
、
日
時
　
昭
和
四
十
一
年
五
月
二

闘

㎜
③
人
間
関
係
管
理
（
公
共
職
業
安
定

醐
　
所
担
当
）

一256一



（昭和32年6月5日第……種郵便物認可）一2一昭和41年5月15日（日曜日）ちまかおと報市N㎏115

市
内
生
産
所
得
は
7
3
億
円

　
昭
和
三
十
八
年
の
十
日
町
市
の
市

民
所
得
推
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
市
民
所
得
推
計
は
市
内
の
産
業

構
造
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

ま
た
、
市
民
の
経
済
力
と
経
済
活
動

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
そ
の

現
況
を
把
握
す
る
も
の
で
す
。
市
内

の
各
産
業
が
生
み
出
し
た
生
産
総
額

は
七
十
二
億
七
千
九
百
八
十
九
万
円

で
こ
の
う
ち
農
業
を
主
体
と
す
る
第

一
次
産
業
は
全
体
の
十
四
・
○
％
に

あ
た
る
十
億
二
千
百
三
十
一
万
円
、

製
造
業
等
の
第
二
次
産
業
は
四
七
・

九
％
の
三
十
四
億
八
百
五
十
六
万

　
市
内
生
産
所
得
（
総
括
表
）

産　　千 ）所得
総
笛 1 ル 曲墾巳 1　帰n目∩　4く0り

7，279．89
　n

．制

0
3
3
9
1
8
3
6
9
9
2
1
5
6
0
5

8
1
8
8
1
9
7
0
3
0
5
9
2

　
魂
隻
α
“
弘
α
5
L
8
。
6
5
3
α
9
，

　
脅
1
　
　
　
4
　
　
　
4
3
1

　
8
9
0
9
1
8
7
6
7
3
6
2
7
9

9
1
1
6
3
7
2
4
9
0
9
1
4
2
3

8
3
7
7
8
5
4
Ω
U
O
7
0
1
0
0

9
1
5
4
5
9
4
2
3
7
5
8
0
0
1

7
2
5
6
8
3
4
7
8
6
5
7
7
2

2
0
9
4
4
0
7
1
3
2
6
2

　
　
　
　
Q
ノ
　
　
　
つ
ノ
2
1

総　　　 額 1
第1次産業21，700，682
漿産葬”6多繍
第2次産業613，076，084
餐　設　魏1，2§オ；3釜2

製造業911，776，840
第3次産業10卸　・　小売業11
金融保険　不動産業12

運輸通信業13電気・ガス・水道業14

サービス業15公 　　　務16，

38

年
の
市
民
所
得
推
計

円
、
商
業
．
サ
ー
ピ
ス
業
等
の
第
三

次
産
業
は
三
十
八
・
一
％
の
二
十
七

億
七
千
三
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
就
業
者
一
人
あ
た
り
の

生
産
所
得
を
み
ま
す
と
、
全
産
業
平

均
で
は
二
十
五
万
二
千
円
、
産
業
別

で
は
第
一
次
産
業
九
万
円
、
第
二
次

産
業
三
十
二
万
二
千
円
、
第
三
次
産

業
四
十
一
万
六
千
円
で
第
一
次
産
業

は
全
産
業
平
均
の
半
分
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（総括表）市民分配所得
所得額（千円） 構成此

総　　　　　額 1 7，204，341 100．OO％

勤労所　得 2 3，342，387 46．39

個人業主所得 3 2，598，372 36．07

個人賃貸料所得 4 162，150 2．25

個人利子所得 5 342，703 4．76

法　人所　得 6 773，912 io．74

公営事業剰余 7△　　15．183 △0．21

・
八
％
の
四
億
八
千
九
百
六
十
七
万

円
が
個
人
財
産
所
得
や
公
営
企
業
剰

余
と
し
配
分
さ
れ
、
叉
市
民
一
人
あ

た
り
の
分
配
所
得
は
十
四
万
七
千
円

で
す
。

　市民個人所得　（総括表）

　　　　　所得額（千円）構成比

　　　額16，726，003100．00％
労所得23，080，847145．81

人業主所得32，552，。57137．94

個人賃貸料所得 4 162，150 2．41

個人利子所得 5 342，703 5．09

個人配当所得 6 140，542 2．09

振　替所得 7 447，704 6．66

　
個
人
所
得
は
市
民
が
経
済
活
動
に

参
加
し
て
受
取
る
分
配
所
得
中
の
勤

労
所
得
と
個
人
業
主
所
得
の
受
取
額

か
ら
社
会
保
険
料
を
控
除
し
、
財
産

所
得
や
経
済
活
動
と
は
無
関
係
に
給

付
さ
れ
る
振
替
所
得
を
合
わ
せ
た
額

で
総
額
六
十
七
億
二
千
六
百
円
で
、

市
民
一
人
あ
た
り
十
三
万
七
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
分
配
所
得
の
総
額
は
七
十
二

億
四
百
三
十
四
万
円
で
、
こ
れ
を
経

済
主
体
別
に
例
え
ば
雇
用
者
、
個
人

業
主
或
は
法
人
等
へ
の
配
分
は
勤
労

所
得
が
全
体
の
四
十
六
・
四
％
に
あ

た
る
三
十
三
億
四
千
二
百
三
十
九
万

円
、
個
人
業
主
所
得
が
三
十
六
・
一

％
の
二
十
五
億
九
千
八
百
三
十
七
万

円
、
法
人
所
得
が
十
・
七
％
の
七
億

七
千
三
百
九
十
一
万
円
．
の
こ
り
六

福
祉
年
金
の
届
出
は
早
目
に
1

　
現
在
福
祉
年
金
（
老
令
、
障
害
、

母
子
）
を
受
け
て
い
る
人
は
、
五
月

六
日
よ
り
五
月
期
の
福
祉
年
金
が
指

定
郵
便
局
で
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す

か
ら
、
至
急
お
受
取
り
下
さ
い
。
毎

年
五
月
期
の
支
払
い
を
う
け
る
と
福

祉
年
金
所
得
状
況
届
、
一
般
に
は
定

時
届
と
も
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の

届
出
（
用
紙
は
市
役
所
又
は
各
出
張

所
に
あ
り
ま
す
）
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
人
が
前
年
に
所
得
が

あ
っ
た
か
、
な
か
っ
た
か
、
配
偶
者

又
は
扶
養
義
務
者
の
前
年
の
所
得
額

は
と
い
っ
た
事
項
を
記
入
し
て
、
県

知
事
あ
て
に
届
出
る
わ
け
で
す
。
郵

便
局
で
支
払
い
を
う
け
た
ら
市
役
所

年
金
係
ま
た
は
各
出
張
所
へ
「
国
民

年
金
証
書
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参

し
、
所
得
状
況
届
の
手
続
き
を
済
ま

せ
た
う
え
、
年
金
証
書
の
保
管
証
を

受
取
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
つ
ぎ
の
支

払
い
は
九
月
六
日
か
ら
で
す
が
、
こ

の
届
出
を
至
急
し
な
い
と
九
月
期
の

支
給
に
間
に
あ
い
ま
せ
ん
。
又
こ
の

届
出
を
し
な
い
と
せ
っ
か
く
の
福
祉

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
ぜ
ん
の
で
至
急

届
出
を
し
て
下
さ
い
。

　
青
色
申
告
専
従
者
と

　
源
泉
所
得
税

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
か
ら
所
得
税

法
の
改
正
で
、
青
色
専
従
者
給
与
の

控
除
限
度
額
が
年
令
二
十
才
未
満
で

二
十
一
万
七
千
五
百
円
、
二
十
才
以

上
の
場
合
二
十
二
万
五
千
円
に
引
上

げ
ら
れ
ま
し
た
（
四
十
二
年
分
か
ら

は
年
令
十
五
才
以
上
一
律
に
二
十
四

万
円
）
こ
の
た
め
月
額
一
万
八
千
円

以
上
の
専
従
者
給
与
に
つ
い
て
は
、

給
与
所
得
と
し
て
源
泉
徴
収
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
源
泉
徴
収
の
細
か
い
こ
と

に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
遠
慮
な
く
税

務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
署
）

成
人
お
め
で
と
う

今
年
の
成
人
者
五
九
七
名

　
本
年
度
の
成
人
式
は
去
る
十
五
日

（
日
曜
日
）
市
民
体
育
舘
で
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
男
子
二
百
五
十

名
、
女
子
三
百
四
十
七
名
の
成
人
者

は
心
新
た
に
明
る
い
希
望
に
胸
を
ふ

く
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
式
は
村
山

市
長
の
式
辞
が
あ
り
、
つ
づ
い
て

「
二
十
才
の
記
録
」
の
入
選
発
表
と
表

彰
式
が
行
な
わ
れ
記
念
講
演
に
、
第

四
次
南
極
越
冬
隊
長
、
理
学
博
士
、

鳥
居
鉄
也
氏
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

な
お
各
賞
の
入
選
者
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
す
。

▽
市
長
賞
一
席

「
母
に
よ
せ
て
」

　▽
詩

r同
思

い二
出席
一

古
沢
ア
ッ
子

　
　
（
山
本
）

田
村
　
郁
子

（
下
条
岩
野
）

▽
市
議
会
議
長
賞
一
席

「
農
家
大
学
に
入
っ
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
信
一

　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
条
下
組
）

▽
　
　
同
　
　
二
席

　
「
二
十
才
を
む
か
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
君
江

▽
教
育
委
員
会
賞
一
席

「
石
炭
に
ま
み
れ
て
」

▽

同
　
　
二
席

（
川
治
下
町
）

阿
部
　
恵
吉

（
六
箇
中
村
）

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

　
む
に
　
　
さ
れ
て
お
り
ま
す
コ

．
誕
縦
糟
鑑
ρ

「
価
値
あ
る
人
間
に
な
り
た
い
」

　
　
　
　
金
井
　
静
子
（
諏
訪
町
）

▽
選
挙
管
理
委
員
会
賞
一
席

「
看
護
婦
と
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
民
子

　
　
　
　
　
　
（
中
条
病
院
勤
務
）

▽
　
　
同
　
　
二
席

「
家
庭
と
ユ
ー
モ
ア
」

　
　
　
　
　
　
　
　
庭
野
　
繁
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
原
町
）

農
繁
期
を
迎
え
て

入
場
券
の
半
片
は

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

　
春
の
訪
れ
と
共
に
映
画
、
音
楽
等

の
催
物
を
観
賞
さ
れ
る
機
会
が
多
く

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
催
物
の

入
場
料
金
に
は
十
％
の
入
場
税
が
課

せ
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
ご
存
知
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。

皆
様
が
負
担
さ
れ
た
入
場
税
が
正
し

く
国
に
納
付
さ
れ
る
た
め
に
、
今
後

も
入
場
の
際
は
必
ず
入
場
券
の
半
片

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
．

こ
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　
こ
れ
か
ら
は
農
繁
期
で
猫
の
手
も

借
り
た
い
ほ
ど
忙
し
い
季
節
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
毎
年
幼
児
の

水
死
事
故
の
発
生
が
目
立
ち
ま
す
。

昨
年
中
に
県
内
で
水
の
事
故
で
死
亡

し
た
幼
児
（
五
才
未
満
）
は
六
十
人

で
す
。
そ
の
内
四
月
十
二
人
、
五
月

十
五
人
、
六
月
十
五
人
で
農
繁
期
の

三
ヵ
月
間
で
四
十
二
人
が
水
の
犠
牲

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
一
月
か

ら
四
月
末
ま
で
す
で
に
二
十
六
人
が

水
の
事
故
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。
幼

児
の
保
護
に
は
つ
ぎ
の
こ
と
を
心
が

け
、
悲
し
い
事
故
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
幼
児
を
一
人
遊
び
さ
せ
な
い
よ

　
う
〇

二
、
幼
児
た
ち
だ
け
で
遊
ば
せ
て
お

　
か
な
い
こ
と
。

線
路
内
の
通
行
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
危
険
な
レ
ー
ル
の
置
石

　
線
路
内
の
通
行
は
、
汽
車
の
安
全

運
転
を
さ
ま
た
げ
、
ま
た
大
き
な
事

故
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が

最
近
線
路
内
を
歩
く
人
が
増
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
子
供
さ
ん
が
線
路
内
で
遊
ん

で
い
た
り
、
レ
ー
ル
の
上
に
石
を
置

い
た
り
し
て
、
つ
い
先
日
も
続
け
て

三
回
も
汽
車
を
と
め
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
な
か
で
も
田
川
鉄
橋
で
は
女

の
人
が
い
ま
す
こ
し
で
汽
車
に
ひ
か

れ
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
飯
山
線
の
汽
車
も
ス
ピ
ー
ド
が
増

し
、
運
転
回
数
も
多
く
な
っ
た
の
で

線
路
内
の
通
行
や
、
レ
ー
ル
の
上
に

石
を
置
く
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
、

一
つ
間
違
う
と
本
人
の
死
傷
は
も
ち

ろ
ん
、
重
大
な
事
故
の
も
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
農
繁
期
に
入
り
ま

す
が
、
線
路
歩
き
を
し
な
い
よ
う
、

ま
た
子
供
さ
ん
を
線
路
内
で
遊
ば
せ

な
い
よ
う
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
線
路
内
を
歩
い
た
り
、
レ
ー

ル
に
石
を
置
い
た
り
し
て
汽
車
を
と

め
た
と
き
、
ま
た
は
こ
の
た
め
に
重

大
事
故
を
起
し
た
と
き
は
、
鉄
道
で

は
損
害
を
微
収
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
駅

三
、
保
護
者
が
仕
事
の
か
た
わ
ら
子

　
守
り
を
か
ね
る
場
合
は
特
に
注
意

　
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
小
さ
い
こ
ど
も
（
姉
兄
な
ど
）

　
に
幼
児
を
み
さ
せ
る
の
は
さ
け
る

　
こ
と
。

瓢9
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…
回隅嵩　

　
中
条
地
区
公
民
舘
は
十
日
町
市
が

皿
㎜
誕
生
す
る
の
と
同
時
に
産
声
を
あ
げ

㎜
㎜
市
役
所
中
奮
張
所
と
同
居
し
て
き

㎜
マ
し
た
．
そ
れ
が
昨
年
六
月
三
＋
日

㎜
中
条
出
張
所
が
廃
止
さ
れ
、
し
た
が

㎜
㎜
っ
て
七
月
一
日
か
ら
は
建
物
及
び
施

ぬは㎜
㎜
設
設
備
が
公
民
館
専
用
に
な
り
現
在

㎜
㎜
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
分
舘
は
小
学

㎜
…
校
区
毎
に
設
け
ら
れ
、
中
条
分
舘
、

お

㎜
㎜
大
井
田
分
舘
、
新
座
分
舘
と
そ
れ
ぞ

㎜
㎜
れ
の
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
ま

ユ

㎜
㎜
す
。
地
区
舘
の
施
設
設
備
の
主
な
も

㎜
㎜
の
に
は
、
図
書
室
と
集
会
室
兼
教
室

剛
㎜
が
あ
り
、
今
年
事
務
室
を
改
造
し
て

お

㎜
…
料
理
実
習
室
を
造
る
計
画
に
な
っ
て

に
基
く
昭
和
四
十
二
年
度
奨
学
生
を
郡

次
に
よ
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

一
、
応
募
資
格

　
①
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
…

　
　
学
校
及
び
大
学
校
に
入
学
（
在
…

　
　
学
）
す
る
者
。

　
②
本
市
に
三
年
以
上
居
住
す
る
世
・

　
　
帯
の
子
弟
。

　
⑧
学
業
成
績
が
優
秀
と
認
め
ら
れ
…

　
　
る
者
。

　
④
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
資
の

　
　
支
払
が
困
難
な
者
。

二
、
奨
学
金
の
額

　
①
高
校
生
　
月
額
　
　
千
五
百
円

　
②
大
学
生
　
〃
　
　
　
　
三
千
円
㎜
㎜

三
、
応
募
方
法

　
奨
学
金
貸
与
願
書
に
在
籍
（
出
身
）

　
学
校
長
の
推
薦
書
及
び
戸
籍
謄
本

　
住
民
票
の
写
並
び
に
医
師
の
身
体

　
検
査
書
各
一
通
を
添
え
て
十
日
町
㎜
㎜

　
市
教
育
委
員
会
に
申
し
込
む
こ

　
と
。
　
（
用
紙
は
当
所
に
請
求
の
こ
鳳

　
と
）

四
、
申
込
期
限

　
昭
和
四
十
二
年
二
月
末
日
ま
で
。

五
、
そ
の
他

　
御
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
十
・

　
日
町
市
教
育
委
員
会
に
。

奨
学
金
貸
与
奨
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

生
を
募
集
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
「
十
日
町
市
奨
学
金
貸
与
条
例
」
　
劉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

料
理
実
習
室
を
新
設

　
　
　
地
区
舘
め
ぐ
り
①
　
1
中
条
地
区
公
民
舘
－

馴引引罰罰引引謝馴剛一馴引
引
・
い
ま
す
。
備
品
と
し
て
十
六
、
・
・
リ
映

㎜
㎜
写
機
二
台
、
幻
灯
機
、
録
音
機
、
テ

…
…
レ
ビ
、
電
蓄
、
オ
ル
ガ
ン
等
い
つ
で

：
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

淵
す
。
実
施
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て

㎜
…
は
、
青
年
学
級
、
婦
人
学
級
、
家
庭

㎜
㎜
教
育
学
級
、
そ
れ
に
各
種
講
座
、
講

…
川
演
会
、
部
落
映
写
会
等
が
計
画
実
施

’
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
青
年

㎜
．
学
級
は
中
条
と
新
座
に
開
設
さ
れ
、

　
中
条
青
年
学
級
に
於
い
て
は
、
教
養

㎜
習
字
、
体
育
、
料
理
、
和
裁
、
活
花
の

川
各
コ
ー
ス
に
わ
か
れ
毎
週
一
回
な
い

㎜
し
二
回
き
ま
っ
た
曜
日
の
夜
、
学
習

㎜
訓
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
学

拙
級
生
は
希
望
の
一
コ
ー
ス
ま
た
は
数

”
…
コ
ー
ス
を
学
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
そ
れ
に
月
一
回
全
体
学
習
の
日

が
あ
っ
て
、
各
コ
ー
ス
の
実
践
報
告

会
、
討
議
、
音
楽
学
習
、
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
バ
ー
テ
ー
等
が
行
わ
れ
て
学

級
生
間
の
親
睦
の
機
会
と
も
し
て
い

ま
す
。
な
お
こ
の
他
に
特
別
活
動
と

し
て
、
研
修
旅
行
、
他
の
青
年
学
級

生
と
の
交
歓
会
　
球
技
大
会
、
自
治

会
総
会
、
キ
ャ
ン
ブ
、
機
関
紙
発
行

等
の
活
動
が
も
た
れ
ま
す
。

　
叉
婦
人
学
級
は
、
年
代
と
学
習
内

容
に
よ
っ
て
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、

月
一
回
学
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
育
児
、
家
庭
教
育
、
大
正
、

ハ
タ
、
タ
コ
、
食
生
活
、
デ
バ
タ
等
の

各
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
お
り
年
六
回

全
体
学
習
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
各
種
講
座
、
講
演
会
で

す
が
、
こ
れ
は
地
域
の
要
請
に
応
え

政
治
、
産
業
経
済
、
生
活
文
化
、
時

事
間
題
等
の
分
野
か
ら
具
体
的
な
間

題
を
捉
え
、
独
自
に
或
い
は
他
団
体

と
共
催
す
る
こ
と
は
他
の
公
民
舘
の

場
合
と
同
様
で
あ
り
ま
す
。

　
以
上
中
条
公
民
舘
の
概
要
で
あ
り

ま
す
が
、
運
営
の
基
本
方
針
は
市
の

社
会
教
育
方
針
並
び
に
中
央
公
民
舘

の
方
針
に
添
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
論
他
の
地
区
舘
と
同
様
で
す
。

　
次
に
こ
の
紙
面
を
借
り
て
公
民
舘

活
動
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
市
青
少

年
間
題
中
条
地
区
協
議
会
の
本
年
度

事
業
計
画
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お

き
ま
す
。

　
四
月
十
五
日
総
会
を
開
き
、
左
記

一
部
変
更
の
外
は
昨
年
の
計
画
を
更

に
徹
底
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

変
更
さ
れ
た
点
は
、
地
域
活
動
の
う

ち
、
従
来
第
一
日
曜
日
に
定
め
た

「
子
ど
も
の
日
」
を
第
三
日
曜
日
に

「
家
庭
の
日
」
と
し
て
更
に
趣
旨
の

徹
底
を
は
か
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は

国
及
び
県
の
呼
び
か
け
に
応
じ
国
民

運
動
に
同
調
し
た
わ
け
で
す
。

　
叉
健
全
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
振
興

の
為
実
施
し
て
き
た
青
少
年
珠
技
大

会
は
七
月
の
第
二
日
曜
日
を
毎
年
恒

例
日
と
し
て
、
多
数
参
加
さ
れ
る
よ

う
事
業
場
、
職
場
、
各
団
体
の
協
力

を
願
っ
て
実
施
す
る
よ
う
計
画
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　
　
　
舘
長
　
　
佐
野
勝
五
助

　
　
　
主
　
事
　
　
池
田
　
　
清
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